
2030年に向けた必要な取り組みと現実のギャップ

技術

AIを活用した要件
定義、設計、開発

、テスト

対話促進と意思決
定のための可視化
・モデリング

事前検証を可能に
するシミュレーション

技術

迅速な仮説検証を
可能とするアジリティ
の高い開発手法

組み立て産業化と
オープンソース

ソフトウェアにデータ
を提供するためのデ
ータエンジニアリング

IT人材不足

レガシーシステムの残
存

制度とインフラ

制度情報のデ
ジタル化

安全・安心な
社会の実現

Edgeを組み込
んだ仕組みの
整備

情報収集と分
析

情報収集の不足/停
滞によるガラパゴス化

人材

利用者のリテ
ラシー向上

専門家の育成
と集中的な養

成

グローバルスキ
ルの向上

組織

AI時代のビジ
ネスモデル変

革

デジタル技術と
他分野の融合

事例の共有と
対話の場の創

出

社会全体での
連携、標準化

高アジリティ組
織への変革

発注力の強化

人材流動化へ
の対応

人月への依存

業務改革の遅れ

社会全体の萎縮とリ
スク回避によるイノベ
ーションへの影響

近代化されていない
要件定義、設計・開
発・運用手法

既存の取り組み

デジタルスキル標準な
ど人材育成の取り組み

デジタルガバナンスコー
ド等によるDXに向けた

取り組み

セキュリティ強化に向け
た取り組み

今後の実施事項

レガシーシステ
ムの刷新

情報処理技
術者試験、ス
キル標準の推

進

AI活用の高度
化

オープンソース
、組み立て産
業化の推進

デジタルトラン
スフォーメーシ
ョンの推進

契約、規約など
の標準化推進

国内外の最新
動向の収集・
広報

データスペース
の推進

リーガルテックの
推進

データエンジニ
アリングの推進

組織の壁を越
えた対話の促

進

Cloud-Edge-
IoTの推進

未踏事業

要件定義の高
度化、モデリン
グ＆シミュレー
ションの推進

セキュリティの
推進

普及啓発活動

目指す方向性

日本が目指す社会

デフレからの完
全脱却

成⾧型の新た
な経済ステー
ジへの移行

豊かさと幸福
を実感できる
持続可能な経
済社会

少子高齢化

人口減少

地域格差

環境問題

社会インフラ
維持

社会課題解決を起点とした新
規事業創出の必要性

社会課題を起点に
新規事業を創出し
グローバル展開へ

「イノベーションのジ
レンマ」に陥らない

現状に安住せず大
胆な挑戦を

成⾧戦略としてのソフトウェア
活用

ソフトウェアの特
性を理解し引き

出す

ソフトウェアで新
たな価値を創出

する

自ら行動し社会
的フィードバックル
ープに参画を

デジタル・エンジ
ニアリングによる
産業の再定義

怒涛の技術革新によるソフトウェ
ア開発の大転換

労働集約型ソフトウェ
ア開発の終焉

戦略立案・企画・要
件定義を担う高度技
術者が価値創出

エンジニアリング能力
を有する人が妥当性
評価、総合的判断を

AIで自らの能力を拡
張できる人材になる

既存コンポーネント活
用で対応迅速化

就業・取引形態も一
変する

ビジョン（現実社会を実験場とし対話を通じて英知を集める）

AIやデータを用い
た迅速かつ的確な
仮説検証

アジリティを支
える技術

社会課題の解
決

デジタル技術を活用した対話
が社会課題を解決する優れ
た製品・サービスを生み出す

社会全体の主
体的な参画と
対話

国民一人ひとりが豊かさと幸
福を実感できる持続可能な

経済社会

受け身の姿勢で
はなく、主体的な
行動が必要

対話を行いつつ
仮説検証を繰
り返す

グローバル展開
による経済成

⾧

Software
Defined
Society

ソフトウェアを
中心としたデジ
タル技術

価値創出の
仕組み

2025年4月22日
独立行政法人情報処理推進機構

ソフトウェアモダナイゼーション委員会報告書
ソフトウェアのネクストステージに向けて（ArchiMate）




